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郷
土
芸
能
は
、
そ
の
芸
能
が
生
ま
れ
た
時

代
や
背
景
な
ど
を
そ
の
ま
ま
今
に
伝
え
る
貴

重
な
文
化
遺
産
で
す
。

　

現
在
、
え
び
の
市
郷
土
芸
能
保
存
連
合
会

は
16
団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
13
団
体
、

14
の
郷
土
芸
能
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
種
類

は
大
太
鼓
踊
、
太
鼓
踊
、
鎌
踊
、
兵
児
踊
、

金
屏
風
、
鏡
と
ぎ
踊
、
棒
踊
、
神
楽
で
す
。

西
長
江
浦
大
太
鼓
踊

【
西
長
江
浦
大
太
鼓
踊
り
保
存
会
】

　

南
方
神
社
は
、
旧
称
を
諏
訪
大
明
神
と
い

い
、
島
津
義
弘
が
創
建
し
た
も
の
で
す
。
そ

の
夏
祭
り
で
大
太
鼓
踊
、別
称「
ウ
バ
ッ
チ
ョ

踊
り
」
を
奉
納
し
ま
す
。
現
在
で
は
、
五
穀

豊
穣
と
家
内
安
全
も
祈
願
し
て
い
ま
す
。

　

太
鼓
方
は
直
径
１
２
０
㎝
も
あ
る
太
鼓
を

抱
き
、
身
長
の
3
倍
の
矢
旗
を
背
負
い
、
黒

足
袋
、
草
履
ば
き
に
毛
が
さ
を
か
ぶ
り
、
か

ね
方
は
陣
が
さ
、
陣
羽
織
、
脇
差
、
黒
足
袋
、

草
履
ば
き
が
古
式
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

太
鼓
、
か
ね
と
も
陣
立
を
整
え
つ
つ
勇
壮

活
発
に
お
ど
り
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
8
月
の
最
終
日
曜
日

下
大
河
平
輪
太
鼓
踊

【
下
大
河
平
輪
太
鼓
踊
り
保
存
会
】

　

こ
の
踊
り
は
、
島
津
義
弘
の
軍
団
が
士
気

を
鼓
舞
す
る
た
め
種
々
作
曲
し
た
リ
ズ
ム
を

集
め
、
城
攻
め
の
形
に
編
曲
振
り
付
け
し
て

出
役
に
踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

西長江浦大太鼓踊

栗下輪太鼓踊

下大河平輪太鼓踊

今西三段打分太鼓踊

え
び
の
に
は
、
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
が
各
地
区
に
伝

わ
る
郷
土
芸
能
で
す
。

今
回
の
特
集
で
は
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
郷
土
芸
能
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

こ
の
地
区
で
の
始
ま
り
は
明
確
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
昔
は
白
鳥
神
社
奉
納
踊
り
に
は
、

下
大
河
平
輪
太
鼓
踊
を
最
初
に
踊
ら
な
い
と

他
の
踊
り
は
で
き
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
踊
り
は
、
入
太
鼓
に
子
ど
も
を
取
り

込
ん
で
い
る
の
が
他
の
地
区
の
踊
り
と
違
っ

て
お
り
、
ま
た
、
初
代
よ
り
舞
技
と
振
り
付

け
は
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
規
則
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
随
時

栗
下
輪
太
鼓
踊

【
栗
下
郷
土
芸
能
保
存
会
】（
Ｐ
4
関
連
）

　

島
津
藩
が
、
朝
鮮
出
兵
の
と
き
輪
太
鼓
踊

を
し
て
、
士
気
を
高
め
る
た
め
の
踊
り
と
い

わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
凱が

い
せ
ん旋

の
踊
り
で
あ
る

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

か
ね
が
内
側
で
、
太
鼓
が
外
回
り
し
て
、

矢
旗
を
付
け
勇
壮
に
踊
り
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
9
月
金
松
法
然
秋
季
大

祭
（
隔
年
）

今
西
三
段
打
分
太
鼓
踊

【
今
西
三
段
打
分
太
鼓
踊
り
保
存
会
】

　

今
西
地
区
の
太
鼓
踊
は
三
段
打
分
け
と
い

う
太
鼓
踊
で
す
。
薩
摩
藩
の
島
津
氏
が
藩
士

の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
の
踊
り
と
し
て
伝

え
ら
れ
た
も
の
で
、
今
西
香
取
神
社
に
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
郷
土
芸
能
と
し
て
伝
承
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

元
来
、
地
神
供
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
の
踊

り
は
、
小
太
鼓
・
大
太
鼓
・
か
ね
を
踊
り
子

が
三
段
に
打
ち
分
け
、
小
太
鼓
が
先
導
し
て

舞
い
踊
る
勇
壮
活
発
な
踊
り
で
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
11
月
22
日

西
上
江
輪
太
鼓
踊

【
西
上
江
輪
太
鼓
踊
り
保
存
会
】

　

室
町
時
代
、
島
津
軍
の
軍
勢
が
祁
答
院
の

藺い

む

た
牟
田
城
を
攻
め
落
と
す
た
め
、
太
鼓
踊
を

仕
立
て
て
城
中
に
送
り
込
み
、
踊
り
子
は
刀

と
槍
を
隠
し
た
三
本
立
て
の
矢
旗
を
背
負
い
、

城
に
攻
め
入
り
、
城
を
落
と
し
ま
し
た
。
西

目
（
加
世
田
・
川
辺
な
ど
）
地
方
か
ら
え
び

の
に
移
住
し
た
人
た
ち
が
地
元
の
人
々
に
教
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西上江輪太鼓踊麓輪太鼓踊

中上江鎌踊

五日市兵児踊

栗下兵児踊

金屏風

え
、
踊
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
踊
り
は
兵
士
の
士
気
を
高
め
る
た
め

の
踊
り
で
、
静
か
に
、
ま
た
力
強
く
勇
壮
に

踊
り
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
秋
（
ほ
ぜ
祭
な
ど
）

麓
輪
太
鼓
踊

【
麓
輪
太
鼓
踊
り
保
存
会
】

　

こ
の
太
鼓
踊
は
、
明
治
初
期
に
伝
授
さ
れ

継
承
し
て
い
る
も
の
で
す
。
円
陣
を
な
し
て
、

か
ね
と
交
り
な
が
ら
、
太
鼓
を
勇
壮
に
打
ち

鳴
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

踊
り
の
流
れ
は
、
第
1
楽
章
が
大
手
門
攻

め
、
第
2
楽
章
が
先
陣
争
い
で
始
ま
り
本
丸

攻
め
、
第
3
楽
章
で
勝
ち
ど
き
を
あ
げ
て
攻

城
戦
を
終
え
帰
路
に
つ
い
て
踊
り
が
終
わ
り

ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
随
時

中
上
江
鎌
踊

【
中
上
江
鎌
踊
り
保
存
会
】

　

薩
摩
の
国
隼
人
で
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し

踊
っ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

矛
を
先
頭
に
、
鉈な

た

手
は
、
黒
か
す
り
の
着

物
に
黒
足
袋
、
鎌
手
は
、
白
か
す
り
の
着
物

に
白
足
袋
、
白
木
綿
の
鉢
巻
に
帯
を
締
め
、

た
す
き
に
、
手
甲
、
脚
半
に
わ
ら
じ
ば
き
で
、

手
に
鉈
と
鎌
を
持
ち
勇
壮
に
踊
り
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
9
月
23
日

五
日
市
兵
児
踊

【
五
日
市
郷
土
芸
能
保
存
会
】

　

関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
た
島
津
義
弘
は
徳

川
幕
府
か
ら
逃
れ
、
自
国
薩
摩
を
守
る
た
め

戦
術
教
育
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
戦
い
の
教

育
と
は
、
幕
府
か
ら
き
つ
く
に
ら
ま
れ
る
中

で
そ
の
目
を
逃
れ
、
若
者
が
い
つ
で
も
戦
に

出
兵
で
き
る
よ
う
士
気
を
高
め
る
た
め
の
戦

法
策
で
、
五
日
市
の
兵
児
踊
は
こ
れ
に
由
来

し
て
い
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
随
時

栗
下
兵
児
踊

【
栗
下
郷
土
芸
能
保
存
会
】（
Ｐ
2
関
連
）

　

出
水
城
主
、
薩
州
島
津
家
は
文
禄
・
慶
長

の
役
で
豊
臣
秀
吉
の
怒
り
に
ふ
れ
て
断
絶
に

至
り
、
そ
の
遺
臣
約
３
０
０
人
が
殉
死
し
ま

し
た
。
御
家
断
絶
の
た
め
、
藩
内
各
地
に
解

散
し
、
家
臣
た
ち
は
毎
年
お
盆
に
君
主
の
墓

参
り
に
出
水
に
行
き
供
養
し
踊
っ
た
も
の
が

兵
児
踊
の
起
こ
り
で
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
9
月
金
松
法
然
秋
季
大

祭
（
隔
年
）

金
屏
風
（
ト
ン
コ
チ
ン
）

【
金
屏
風
保
存
会
】

　

金
屏
風
、
通
称
ト
ン
コ
チ
ン
の
踊
り
は
、

肥
後
の
城
主
加
藤
清
正
が
朝
鮮
出
兵
に
当
た

り
、
郷
土
武
士
の
士
気
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
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踊
ら
せ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
踊

り
は
、
出
座
（
デ
ハ
）
と
引
座
（
ヒ
キ
ハ
）

と
そ
の
間
の
座
踊
り（
ザ
オ
ド
リ
）か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。
座
踊
り
に
は
京
都
の
橋
が
歌
い

こ
ま
れ
て
、
京
都
に
お
け
る
源
義
経
の
武
勇

を
た
た
え
て
お
り
、
引
座
は
、
そ
の
武
勇
に

あ
や
か
っ
て
郷
土
侍
の
心
意
気
を
鼓
舞
し
た

も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
11
月
23
日

鏡
と
ぎ
踊

【
西
川
北
郷
土
芸
能
保
存
会
】

　

こ
の
踊
り
は
、
室
町
時
代
に
西
川
北
の
馬

関
田
城
主
馬
関
田
右
衛
門
丞
が
、
郷
士
た
ち

の
娯
楽
と
し
て
奨
励
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
鉢
巻
を
締
め
、
着
物
に
は
か
ま
姿

の
踊
り
手
が
、
刀
を
差
し
、
鏡
を
持
っ
て
踊

り
ま
す
。

　

踊
り
は
、
た
と
え
鏡
と
ぎ
師
の
よ
う
な
み

す
ぼ
ら
し
い
な
り
を
し
て
い
て
も
、
い
ざ
と

い
う
と
き
は
立
派
な
働
き
を
し
て
み
せ
る
と

い
う
武
士
の
心
意
気
を
示
し
て
い
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
7
月
28
日
牛
越
祭

上
浦
棒
踊

【
上
浦
郷
土
芸
能
保
存
会
】

　

由
来
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
鹿
児
島

の
各
地
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
棒
踊
が
そ
の
源

流
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
棒
踊
は
島
津

義
弘
が
朝
鮮
に
出
陣
し
た
と
き
、
士
気
を
鼓

　市と市郷土芸能保存連合会では、毎年、産業文

化祭で郷土芸能発表会を開催し、3 から 4 つの保

存会が参加しています。各保存会が地元で披露す

るだけでなく、多くの人に見てもらい、その芸能

を知ってもらうために行っています。

　郷土芸能をその地区自体で保存することが難し

くなってきました。郷土芸能はみんなで守るとい

う意識を持つことが必要です。

　まずは、郷土芸能を見に行ってもらい、応援を

してください。

えびの市郷土芸能保存連合会

会長　

浜松 政弘さん
（栗下郷土芸能保存会）

鏡とぎ踊

上浦棒踊馬関田神楽水流神楽

舞
す
る
た
め
に
踊
ら
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
7
月
15
日

馬
関
田
神
楽

【
馬
関
田
神
楽
保
存
会
】

　

こ
の
神
楽
舞
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
確

か
な
記
録
は
な
く
不
明
で
す
が
、
４
０
０
年

以
前
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
馬
関
田
神

楽
は
、
舞
（
め
）、
神
舞
（
か
ん
め
）、
伊
勢

講
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
馬
関
田
郷
の
西

川
北
、
島
内
（
上
・
下
）、
浦
（
上
・
下
・
中
）、

柳
水
流
、
幣
田
で
持
ち
回
り
で
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
神
楽
は
楽
も
早
く
、
舞
も
活

発
で
勇
壮
で
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
7
月
28
日

水
流
神
楽

【
水
流
神
楽
保
存
会
】

　

こ
の
神
楽
の
発
祥
は
、
舞
手
の
つ
け
る
神

楽
面
が
２
７
０
年
前
の
江
戸
時
代
の
彫
刻
師

に
よ
っ
て
彫
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
前

か
ら
か
以
後
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

田
の
神
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
伊
勢
の

天
照
大
御
神
・
豊
受
大
神
に
謝
意
を
述
べ
舞

納
め
る
も
の
で
伝
統
豊
か
な
も
の
で
す
。
た

の
か
ん
め
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
四
方
八
方
お
の
れ
の
作
地
（
領

地
）
と
い
う
得
意
な
場
面
、
腹
い
っ
ぱ
い
食

べ
蓄
え
よ
う
と
す
る
滑
稽
な
場
面
、
皇
大
神

に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
謙
虚
な
場
面
等
を
表

現
し
て
い
ま
す
。

【
行
わ
れ
る
時
期
】
神
社
祭さ

い
し祀

・
農
年
祭
り

（
11
月
23
日
）
な
ど

次
世
代
に
残
す
取
り
組
み

　

近
年
の
過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り
、

文
化
遺
産
と
し
て
の
郷
土
芸
能
の
継
承
が
大

変
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
指
導
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
の
不
足
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
、
各
保
存
会
で
は
、

本
番
な
ど
を
動
画
で
撮
影
し
て
記
録
保
存
を

し
た
り
、
成
年
の
み
で
踊
っ
て
い
た
も
の
を

子
ど
も
も
加
え
踊
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
各
小
学
校
で
は
、
各
小
学
校

区
域
の
代
表
的
な
郷
土
芸
能
を
学
び
練
習
し
、

運
動
会
で
そ
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

郷
土
芸
能
を
継
承
し
て
い
く
た
め
に
は
、

各
保
存
会
の
保
存
活
動
と
と
も
に
、
地
区
を

越
え
た
地
域
で
の
取
り
組
み
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
大
切
な
文
化
遺
産
で
あ
る
郷

土
芸
能
を
守
っ
て
い
く
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
理
解
と
協
力
が
重
要
で
す
。

問
市
社
会
教
育
課 

文
化
係

☎
35
‐
３
７
１
9（
課
直
通
）
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「
小
さ
い
頃
か
ら
小
物
作
り
が
好
き
で
、

飾
り
物
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話

す
の
は
栗
下
の
米
原
タ
マ
さ
ん
で
す
。
米
原

さ
ん
宅
の
部
屋
の
一
部
は
、
2
月
か
ら
3
月

の
ひ
な
祭
り
の
こ
ろ
、
米
原
さ
ん
が
作
っ
た

人
形
や
飾
り
物
で
き
ら
び
や
か
に
な
り
ま

す
。

　

米
原
さ
ん
は
、
10
年
く
ら
い
前
か
ら
布
を

主
な
材
料
と
し
た
人
形
や
飾
り
物
を
作
っ
て

い
ま
す
。
栗
下
地
区
婦
人
部
の
産
業
文
化
祭

出
展
の
作
品
の
指
導
も
し
て
い
ま
す
。
き
っ

か
け
は
米
原
さ
ん
の
友
人
が
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室
に
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
す
。「
教
室

に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
、
ひ
な
人
形
な
ど
の

展
示
会
が
あ
る
と
見
に
行
っ
て
勉
強
を
し
ま

し
た
。
人
形
の
作
り
方
の
本
を
参
考
に
し
ま

す
が
、
で
き
る
だ
け
自
分
に
合
わ
せ
て
簡
単

に
で
き
な
い
か
考
え
て
作
る
の
が
楽
し
い
で

す
」

　

材
料
は
近
所
の
人
た
ち
が
持
っ
て
き
て
く

れ
る
と
言
い
ま
す
。「
米
原
さ
ん
ち
に
持
っ

て
い
け
ば
、
ど
う
に
か
し
て
使
っ
て
く
れ
る

と
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
使
わ
な
く

な
っ
た
着
物
や
帯
、
農
作
業
用
の
帽
子
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
リ

サ
イ
ク
ル
と
か
リ
ユ
ー
ス
と
か
意
識
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
の
も
の
を
ど
ん
な
方
法

で
使
お
う
か
と
考
え
る
こ
と
も
楽
し
み
の
一

つ
で
す
」

　
「
目
を
悪
く
し
て
、
最
近
は
な
か
な
か
作

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
日
中
に

目
の
手
術
を
し
ま
す
。
視
力
が
回
復
し
た
ら

思
う
存
分
作
り
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

米
原
タ
マ
さ
ん

Profile

よねはらたま／栗 下／
78 歳／趣味：小物作り

考えながら
作るのが楽しい

�市税務課 市民税係　☎35-3734（直通）

税

軽自動車の廃車・変更手続きは3月31日までに

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4

月
1
日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸

支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
軽

自
動
車
や
１
２
６
㏄
以
上
の

バ
イ
ク
の
所
有
者
、
市
町
村

で
登
録
さ
れ
て
い
る
バ
イ
ク

（
１
２
５
㏄
以
下
）や
小
型
特

殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使

用
者
）で
あ
れ
ば
、
4
月
2

日
以
降
に
売
却
し
た
り
、
廃

車
し
た
り
し
て
も
、
そ
の
年

度
分
は
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。
逆
に
4
月
2
日
以
降

に
軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て

も
、
そ
の
年
度
は
納
税
義
務

者
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

所
有
者（
使
用
者
）で
あ
る

か
ど
う
か
は
、
4
月
1
日
現

在
の
運
輸
支
局
や
え
び
の
市

で
の
登
録
状
況
に
よ
り
判
断

し
ま
す
。

【
軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に

出
し
た
り
、
他
人
に
譲
渡
し

た
り
し
た
場
合
は
名
義
変
更

の
手
続
き
を
】

　

車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く

な
っ
た
り
、
事
故
等
に
よ
り

使
用
不
能
に
な
っ
た
り
し
た

場
合
は
、
登
録
抹
消（
廃
車
）

の
手
続
き
を
3
月
31
日
ま
で

◎軽自動車税に関する手続き場所
軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車（125㏄以下の原付バイク）
小型特殊自動車（農耕用トラクターなど）

市税務課市民税係
☎ 35-3734
または、飯野・真幸出張所

使用者の印鑑、ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の使用者の印鑑も必要
になります。名義変更だけの場合は、ナンバー
プレートはいりません。

軽自動車・二輪（250㏄以下）・三輪
宮崎県軽自動車協会
宮崎市大字本郷北方 2729-31
☎ 0985-51-3070

詳しくは、宮崎県軽自動車協会へお問い合わせ
ください。

四輪乗用（軽乗用車等）
四輪貨物（軽トラック・軽バン等）

軽自動車検査協会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方 2729-4
☎ 050-3816-1760

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務所へお問
い合わせください。

二輪の小型自動車（250㏄を超えるもの）
宮崎運輸支局
宮崎市大字本郷北方鵜戸尾 2735-3
☎ 050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局へお問い合わせくださ
い。

に
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、

警
察
の
届
け
出
と
は
別
に
市

税
務
課
に
も
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
登
録
が
そ
の
ま
ま
で

あ
る
と
、
実
際
に
使
用
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
人
も
、

車
検
証
等
に
登
録
さ
れ
て
い

る
住
所
の
変
更
の
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
名
義
変

更
や
登
録
抹
消（
廃
車
）、
住

所
変
更
の
手
続
き
を
、
自
動

車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に

依
頼
し
た
場
合
は
、
必
ず
手

続
き
が
完
了
し
た
か
ど
う
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
年
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

の
軽
自
動
車
売
買
取
引
等
で

依
頼
し
た
つ
も
り
で
も
、
依

頼
先（
代
行
先
）が
手
続
き
を

行
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
て
、
手
続
き
が
4

月
1
日
に
間
に
合
わ
ず
、
課

税
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
廃
車
手
続
き
が
完
了
し

て
い
る
か
、
必
ず
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
農
耕
作
業
用
車
両
も
標
識

交
付
が
必
要
で
す
】

　

え
び
の
市
税
条
例
第
91
条

（
原
動
機
付
自
転
車
及
び
小

型
特
殊
自
動
車
の
標
識
交
付

等
）に
よ
り
、「
新
た
に
原
動

機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊

自
動
車
に
係
る
軽
自
動
車
等

の
所
有
者
と
な
っ
た
も
の

は
、
市
長
に
対
し
、
標
識
交

付
申
請
書
を
提
出
し
、か
つ
、

車
体
に
取
り
付
け
る
べ
き
標

識
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

小
型
特
殊
自
動
車
の
中

に
、
農
耕
作
業
用
車
両
も
該

当
し
ま
す
。
農
耕
作
業
用
車

両
の
中
に
は
、
標
識
を
取
り

付
け
る
箇
所
の
な
い
車
両
も

あ
る
よ
う
で
す
が
、
先
述
に

も
あ
る
え
び
の
市
条
例
に
も

規
定
が
あ
る
と
お
り
、
購
入

し
た
際
は
、
市
道
の
走
行
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
標
識
交

付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

標
識
交
付
申
請
の
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
①
使
用
者
の

印
鑑
②
車
台
番
号
が
わ
か
る

も
の（
販
売
証
明
書
な
ど
）を

登
録
時
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
譲
り
受
け
で
新
規
登
録

す
る
人
は
、
譲
り
渡
し
の
人

の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

※軽自動車や二輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場にご相談ください
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昨年より約4分短縮

第9回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会

　宮崎市で「第 9 回宮崎県市町村対抗駅伝競
走大会」が行われました。県内全 26 市町村か
ら 45 チームが出場し、えびの市は、2 時間 16
分 55 秒で市郡の部で 21 チーム中 16 位、全体
で 24 位でした。昨年のタイムよりも、3 分 55
秒縮めたことから走姿顕心賞を受賞しました。
　また、市郡の部で、4 区の鵜

う の き

木竜二さんが区
間 4 位、7 区の梅北賢志さん、11 区の的場世

せ

莉
り

さんが区間 3 位の好記録を残しました。

1/14

約7,000匹の稚魚を放流

温泉トラフグ放流式

　株式会社 PNG が「温泉トラフグの放流式」
を行いました。同社は、飯野小学校高野分校跡
地を活用し、温泉水を使用して温泉トラフグの
養殖・加工・販売を行うため、同校跡地の改修
工事を行ってきました。このたび、工事が完了
し養殖を開始するため、トラフグの稚魚を水槽
に放流しました。
　放流式には、同社関係者や市長、高野分校卒
業生などが参加し、稚魚を放流しました。

1/7

事件・事故防止を誓う

新春地域・交通安全のつどい

　市文化センターで「新春地域・交通安全のつ
どい」が行われ、市内の 29 団体、約 120 人が
参加しました。
　つどいでは、長年地域の防犯や交通安全に寄
与した個人や団体へ感謝状などが贈られ、また、
市内の事件・事故の現状について警察署から報
告がありました。つどいの最後には、少しでも
犯罪を減らし、交通事故を減らそうと決意を込
めた「がんばろう三唱」が行われました。

1/8

農業に役立てて

有限会社レクスト寄附金贈呈

　有限会社レクストが市に寄附金を贈呈しまし
た。同社は、平成 30 年 12 月 25 日、株式会社
宮崎銀行が取り扱う「みやぎん CSR 型私募債（愛
称：With）」を発行しました。この私募債発行
に際し、宮崎銀行は発行企業から受け取る引受
手数料を優遇します。その優遇分を原資にして、
同社から市へ寄附金の贈呈が行われました。宮
崎の基幹産業である農畜産業での「With」発
行は初めてです。

1/9

将来を託せる人を選ぶ

平成31年わけもんの主張西諸大会

　高原町ほほえみ館で「平成 31 年わけもんの
主張西諸大会」が行われました。大会には、え
びの市代表として飯野高校 1 年生の平山凌

りょう

さ
んが参加しました。
　平山さんは、「今こそ地域を考えるとき」と
題し、「希望を持てる地域を築くために、選挙
で将来を託せる人を選ぶことも若い世代にでき
る大切なことです」と発表しました。平山さん
は優秀賞に選ばれ、県大会に出場しました。

1/12

実践した成果を発表

グローカル学習成果発表会

　市文化センターで飯野高等学校の「グローカ
ル学習成果発表会」が行われました。
　これは、生徒たちが地域に向き合って取り組
んできた学習の成果を知ってもらおうと、飯野
高校の主催で行われたものです。
　発表会では、生徒たちが地域貢献、地域交流・
支援、地域探究について実践、研究してきたこ
とを報告しました。また、中国留学の体験も発
表しました。

1/9

餅勧進で厄払い

餅勧進

　市内各地で餅勧進が行われました。餅勧進は、
厄年にあたる男女が行う厄払いの行事で、無病
息災・家内安全を祈願する愉快な伝統奇祭です。
　厄年の男女は、仮装をし、音楽に合わせて友
人や知人の家を回り、家の中で踊りながら厄を
払います。訪問宅では、お礼に焼酎などを振る
舞います。
　餅勧進を行った津留聡さんは、「大変良い厄
払いができました」と話していました。

1/14

地域の活性化のために

ふるさと振興助成事業助成先表彰式

　平成 30 年度宮崎銀行ふるさと振興助成事業
「宮崎地区」助成先表彰式が行われました。

　これは、一般財団法人みやぎん経済研究所が
「産業開発」、「地方創生（県産品・地域振興・

文化芸術）」、「ベンチャー企業」、「学術研究」
の 4 つの部門で助成を募り、最高 100 万円ず
つ贈るものです。
　えびの市からは、京町温泉みなほ会が地方創
生部門で選ばれました。

1/24
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悪天候の中の激走

第73回南九州駅伝競走大会

　「第 73 回南九州駅伝競走大会」が行われま
した。駅伝は、真幸地区体育館前からスター
トし都城市立美術館前をゴールとした 7 区間
61.3㎞で行われ、46 チームが出場しました。
　えびの市からは、自衛隊を中心に構成された
道の駅えびのチームが出場し、結果は 3 時間
44 分 11 秒で 39 位でした。
　沿道では、市民の皆さんがランナーに声援を
送っていました。

2/3

多くの人でにぎわう

京町二日市

　京町温泉駅周辺で「京町二日市」が行われま
した。京町温泉駅から約 2㎞が歩行者天国とな
り、特産品や植木など、約 400 店もの露店が
並びました。会場には、2 日間で約 10 万人が
訪れにぎわいました。
　また、トライアルバイクショーやバナナのた
たき売り、手品のパフォーマンス、えびの駐屯
地の装備品展示などもあり、来場者はイベント
を楽しんでいました。

2/2
・3

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（田中虎夫さん）☎ 33 ｰ 2959まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

冬
水
は
ひ
そ
け
か
り
け
り
ゆ
っ
く
り
と

川
の
底
ひ
を
光
り
つ
つ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
妙
子

　
季
は
立
春
、
雨
水
、（
雪
が
雨
に
変
わ
り
、
氷
が
水
に
な
る
）
し
か
し
二
月
の
風
は
ま

だ
寒
い
が
空
の
明
る
さ
、
静
か
に
光
り
つ
つ
流
れ
る
川
に
春
の
息
吹
を
感
じ
る
。人
は

そ
れ
ぞ
れ
の
過
ぎ
行
き
た
処
世
観
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　（
自
註
）�

短
歌木

戸
口
の
梅
に
招
か
れ
談
笑
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
坂
伊
左
郎

　
散
歩
の
途
中
、
あ
る
家
の
木
戸
口
に
咲
い
た
梅
の
花
に
見
と
れ
て
い
る
と
、
そ
の
家

の
家
人
が
庭
先
に
出
て
き
て
、
ひ
と
と
き
の
春
談
義
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　（
自
註
）

俳
句詩木

の
い
の
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
虎
夫

西
の
空
か
ら
　
梵
鐘
の
音
伝
わ
る
こ
ろ

ス
ト
ー
ブ
に
焚
き
付
け
始
め
る

薪
組
み
合
せ
て
火
付
け
る
・
・
と

白
い
炎
　
赤
い
炎
が
多
彩
な
顔
覗
か
せ
て

堅
い
冷
気
の
塊
壊
し
目ま
た
た叩

い
て
い
る

柔
ら
か
な
温
も
り
ふ
ん
わ
り
拡
が
る
と

窓
の
向
こ
う
で
は
　
炎
に
押
さ
れ
た
煙
が

明
け
空
立
上
り
　
凝じ

っ然
と
ひ
っ
つ
い
た
薄
黒
い

雲
の
彼
方
へ
　
白
く
消
え
て
行
く

囲
炉
裏
→
火
鉢
→
炬
燵
→
薪
ス
ト
ー
ブ
→
へ
と

木
の
い
の
ち
　
薪
を
燃
や
し
て
の
採
暖
だ
が

や
が
て
　
太
い
柱
や
梁は
り
け
た桁

の
心
ま
で
暖
め

凛
然
と
身
に
染
む
夜
明
け
も
熱
ほ
と
ぼ
り
を
残
す

土
に
生
え
山
に
育
っ
た
木
の
い
の
ち

二
度
目
の
い
の
ち
が
こ
の
家
に
芽
生
え

世
紀
を
越
え
て
　
な
お
悠
然
と
生
き
て
い
る

汚
さ
れ
た
大
地
の
怒
り
が
　
人
類
を
滅
ぼ
す

古
代
の
木
の
い
の
ち
に
対
す
る
祈
り
が
伝
わ
る

5分後に意外な結末ex
オレンジ色に燃える呪文

桃戸ハル／編・著
usi ／絵

（学研プラス）

おすすめの一冊

えびの市民図書館
☎35-0242  http://ebino-city-lib.jp/

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　
　　　　　　　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

世界音痴

穂村弘／著
（小学館）

◎お知らせ

■文化の杜の春まつり
●日時＝3月3日（日）午前10時～午後4時
●内容
○ブックリサイクル
○人形劇（ピエロック一座）
○シニアファッションショー ”みごみごスタイル”
○走るSLがやってくる（模型）
○出店（飯野高校他キッチンカーなど）
○フリーマーケット
○牛乳パックを使った紙トンボ作り
○ストラックアウト
○図書館HAPPY BOOKS
○えびの検定
○上映会「おしりたんてい」
○Maiとイチロウのふたり劇団
○調べる学習表彰式
※キッズルーム（保護者同伴）もあります。
”文化の杜”（文化センター・図書館・資料館）全体で楽しめる
イベントです。家族皆さんでお越しください。

3 月 時間
①飯野駅前地区体育館→
　飯野出張所 6 日（水）、19 日（火）14：05 ～ 15：15

②麓橋団地→自衛隊官舎 8 日（金）、22 日（金）15：30 ～ 16：30
③岡元小学校→市立病院
　→さくら苑 13 日（水） 13：15 ～ 15：15

④プラッセだいわ→真幸
　地区体育館→老人福祉
　センター

14 日（木） 14：05 ～ 16：30

⑤飯野地区コミュニティ
　センタ→大平職員宿舎 1 日（金）、15 日（金）14：05 ～ 15：15

◎ブックランド号

えびのの未来を語る

体を動かす楽しさを体験

えびのまちづくりカフェ

キャッチボールキャラバンinえびの

　市では、「えびのまちづくりカフェ」を行い
ました。これは、まちづくりやえびのの未来に
ついて語り合ってもらい、より良い政策形成に
つなげるために行われたものです。今回は、市
が 2020 年に市制施行 50 周年を迎えることか
ら、「50 年の節目に思うえびのの未来」をテー
マに行いました。講師には、会議やワークショッ
プのファシリテーターを多く務める坂逸

い つ お

朗氏が
招かれました。

　加久藤小学校・上江小学校で福岡ソフトバン
クホークス OB による「キャッチボールキャラ
バン in えびの」が行われました。これは、子
どもたちに仲間と一緒に体を動かす楽しさを野
球を通じて体験してもらおうと行われたもので
す。小学校 2 年生 50 人が参加しました。
　講師に河野大樹さん、東

とうぼう

方伸
しんすけ

友さんを迎え、
ボールの投げ方の講習やキャッチボール、ミニ
ゲームを行いました。

1/25
・26

1/30
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皆
さ
ん
の
食
事
を
取
る
時
間
は
ど
れ

く
ら
い
で
す
か
?
1
日
の
食
事
の
か
む

回
数
と
食
事
時
間
を
調
べ
た
報
告
に

よ
る
と
、
戦
前
と
現
代
で
は
か
む
回
数
、

食
事
時
間
と
も
減
っ
て
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
「
早
食
い
」
は
体
に
良
く
な
い
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
?
脳

が
お
腹
い
っ
ぱ
い
と
感
じ
る
ま
で
に
は
、

少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。短
時
間
で

食
べ
る
と
お
腹
が
満
た
さ
れ
る
ま
で
時

間
が
か
か
る
の
で
、
つ
い
食
べ
過
ぎ
て

け
る

　

ま
た
、
食
事
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

が
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

【
食
物
繊
維
の
多
い
食
材
を
選
ぶ
】
野

菜
、
海
藻
な
ど
は
食
物
繊
維
を
豊
富
に

含
み
、
か
み
ご
た
え
も
あ
る

【
少
し
大
き
め
に
切
る
】
食
材
を
大
き

め
に
切
る
こ
と
で
、
か
む
回
数
が
増
え

る
　

習
慣
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
文
：
市
健
康
保
険
課 

後
藤
栄
養
士

いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f e

よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
ま
し
ょ
う

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
肥
満
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ

と
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。よ
く
か
ん
で

ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
、
次
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

【
脳
の
発
達
】
脳
細
胞
の
働
き
を
活
発

化
す
る

【
歯
の
病
気
を
防
ぐ
】
唾
液
が
た
く
さ

ん
出
て
、
口
の
中
を
き
れ
い
に
す
る

【
胃
腸
の
働
き
を
促
進
す
る
】
消
化
酵

素
が
た
く
さ
ん
出
て
、
消
化
吸
収
を
助

防
災
に
お
け
る
政
策
・
方
針
決
定
の
場

な
ど
に
多
様
な
人
々
の
参
画
を
拡
大
し

て
、
男
女
共
同
参
画
そ
の
他
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
の

た
め
に
は
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
や
防

災
に
関
す
る
話
し
合
い
の
場
に
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人
が
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。防
災
は
男
性
が
担
う
も

の
と
い
う
思
い
込
み
を
な
く
し
、
す
べ

て
の
人
が
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
　
文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

防
災
に
も
男
女
共
同
参
画
の
視
点
を

　

近
年
、
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
が

各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。災
害
時
の

避
難
所
運
営
な
ど
で
、
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
所
で
の

女
性
や
子
ど
も
に
必
要
な
物
資
の
不
足

問
題
、
授
乳
や
着
替
え
を
す
る
場
所
が

な
い
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
避
難
所
運
営
が
十
分
に
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

女
性
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
当
然
の

よ
う
に
避
難
所
の
炊
き
出
し
が
割
り
振

ら
れ
、
育
児
・
介
護
等
は
炊
き
出
し
の

間
に
行
う
と
い
う
状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
踏
ま
え
、
男
女
共
同
参
画
の
視

点
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
早
期
に
実

施
で
き
て
い
た
と
声
が
あ
る
一
方
、
女

性
や
乳
幼
児
等
へ
の
配
慮
な
ど
で
、
生

か
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
避
難
所
が
一
部

あ
っ
た
な
ど
課
題
も
残
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
、
地
域
の
防
災
力
を
上
げ
る
に
は
、

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

7月の交通事故発生状況
人 身 6件 本年累計 65件
物 件 25件� 本年累計 195件

必ず着用しましょう

ヒートショックに注意を

ヒートショックとは、急激な温度の変化によって
血圧が乱高下したり脈拍が変動したりすること

です。このことにより、身体に悪影響を及ぼし意識
をなくしたり、心筋梗塞、脳卒中を引き起こしたり
する可能性があります。
　ヒートショックの予防策は、入浴前後の水分補
給、食後 1 時間以上空けてからの入浴、飲酒は入浴後、
浴槽の湯温を低めに、長湯をしない、部屋間の温度
差をなくすなどがあります。
　寒い時期はまだまだ続きますので、ヒートショッ
クを起こさない工夫を知っておきましょう。

平 成 3 0 年 1 0 月 に 一 般 社 団 法 人 日 本 自 動 車 連
盟 J A F と 警 察 が 合 同 で 実 施 し た シ ー ト ベ

ル ト 着 用 状 況 全 国 調 査 で は 、宮 崎 県 の 一 般 道 路
で の 着 用 率 は 、運 転 席 9 9 . 5 % （ 全 国 7 位 ）、助 手
席 9 6 . 2 % （ 同 2 1 位 ）、後 部 座 席 3 3 . 5 % （ 同 3 3 位 ）
で し た 。
　 運 転 す る 人 は 、同 乗 者 全 員 の シ ー ト ベ ル ト 着
用 を 確 認 し て 出 発 す る よ う に し ま し ょ う 。
　 ま た 、6 歳 未 満 の 幼 児 を 乗 せ る と き に は 、チ ャ
イ ル ド シ ー ト の 着 用 が 義 務 付 け ら れ て い ま す 。
　 大 切 な 命 を 事 故 か ら 守 る シ ー ト ベ ル ト 、チ ャ
イ ル ド シ ー ト を 必 ず 使 用 し ま し ょ う 。

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 1件
救 急 94件� 年 計 94件

110 だより

119 だより

えびの警察署 ☎ 33 ‒0110

えびの消防署 ☎ 33 ‒6119

1月の交通事故発生状況
人 身 1件 本年累計 1件
物 件 27件� 本年累計 27件

A r e a  c o m p r e h e n s i v e  s u p p o r t

あんしんねっと

　

市
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ

に
、
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
在
宅
介
護
を
し
て
い
る

人
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、
寝
た

き
り
高
齢
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
月
額
８
３
０
０
円
を
年

に
2
回
、
4
月
と
10
月
に
支
給
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

対
象
者
は
、
65
歳
以
上
の
寝
た
き
り

高
齢
者
（
介
護
認
定
が
要
介
護
4
以
上
、

認
定
の
有
効
期
間
の
開
始
日
か
ら
6
カ

月
以
上
経
過
し
て
い
る
人
）、
ま
た
は

認
知
症
高
齢
者
（
介
護
認
定
が
要
介
護

3
以
上
、
認
知
症
高
齢
者
自
立
度
Ⅲ
以

上
の
認
定
を
受
け
て
か
ら
6
カ
月
以
上

経
過
し
て
い
る
人
）
を
、
在
宅
で
同
居

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
状
態
で
介
護
し

て
い
る
人
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
寝
た
き
り
高
齢
者
お
よ

び
介
護
者
は
え
び
の
市
に
6
カ
月
以
上

住
所
を
有
す
る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ

り
ま
す
が
、
65
歳
に
到
達
し
た
月
か
ら

条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

在
宅
で
寝
た
き
り
高
齢
者
（
要
介
護

４
以
上
）、
認
知
症
高
齢
者
（
要
介
護
３

以
上
）
の
食
事
、
入
浴
、
排
せ
つ
等
、
日

常
生
活
全
般
を
介
護
し
て
い
る
人
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
担
当
地

区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
文
：
南
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ご
活
用
く
だ
さ
い「
在
宅
高
齢
者
介
護
手
当
」

南部在宅介護支援セン
ター職員
田原芳子（たはらよし
こ）さん
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ません。
【収集期間】3月1日（金）～ 4月5日（金）
【時間】午前9時～午後4時
【収集場所】市福祉事務所、飯野出張所、真幸出張所、各

中学校、飯野高校 ※3月16日から3月24日は、土・日、祝
日を含め、市福祉事務所で収集します。

【対象校】市内各中学校、飯野高校、小林高校、小林秀峰
高校、小林西高校

【必要な人への提供期間】3月15日（金）～ 4月15日（月）
※3月16日から3月24日の期間は、土・日、祝日も対応し
ます。

【時間】午前9時～午後4時
【提供場所】市福祉事務所で受け付け順に、試着後、直接

提供します。※電話での受け付けは行いません。
【提供要件】・市内に在住の人
・市外に在住で、飯野高校へ進学予定または、在学中の人
問市福祉事務所 子育て支援係
☎35-3739（直通）

えびの市生涯学習講座
「パソコン講座」参加者募集
■第10回パソコン初級講座
　スイッチの入れ方、パソコンの終わり方、マウスの動
かし方、キーボード入力、ファイル操作、インターネッ
ト検索などを学習します。

【対象】市内在住者
【期日】3月5日（火）、12日（火）、19日（火）、26日（火）

■第9回パソコン中級講座
　パソコンではがき文章、ラベル、ポスター、新聞の作
成などを学習します。

【対象】市内在住者で、パソコンの基本操作ができる人
【期日等】

内容 期日
はがき文章作成 3 月 13 日（水）

ラベル作成 3 月 20 日（水）
ポスター作成 3 月 27 日（水）

新聞作成 3 月 28 日（木）

■共通事項
【場所】市文化センター
【時間】午後1時～午後3時30分

【募集人員】各コース4人まで
【参加費】無料
【申込方法】市社会教育課パソコン講師（市文化センター

内）へ電話でお申し込みください。
【申込期限】各コース定員に達するまで

■パソコン相談
　パソコンの使い方について、相談に応じます。パソコ
ン持ち込みでの相談も対応します。
※パソコンの操作相談窓口で、パソコンの故障・修理の
対応はできません。
※相談には、事前に申し込みが必要です。

【対象】市内在住者で、パソコンの操作に困っている人
【時間】午前10時～午後3時
【場所】市文化センター
申・問市社会教育課 パソコン講師（市文化センター内）
☎35-2268（火曜日～金曜日）

狂犬病予防注射手数料が改定され
ます

　一般社団法人宮崎県獣医師会では、狂犬病予防注射の
注射手数料を、4月1日から改定します。なお、市町村の
注射済票交付手数料については、変更ありません。

狂犬病予防注射代 現行
（3 月 31 日まで）

改定後
（4 月 1 日から）

宮崎県獣医師会注射手数料 2,450 円 2,750 円

市町村手数料（狂犬病予防
注射済票交付手数料）

550 円 550 円

合計 3,000 円 3,300 円

問一般社団法人宮崎県獣医師会
☎0985-24-7532
問みやざき動物愛護センター
☎0985-84-2600
問小林保健所
☎23-3118
問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）

嘱託員募集

○庁舎清掃業務
【募集人員】1人
【業務内容】庁舎内の清掃業務
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【勤務時間】午前9時～午後4時（月曜～金曜）※祝日を除

く
【勤務場所】市財産管理課
【報酬】5,500円（日額）
【申込期限】3月18日（月）午後5時
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

○庁舎電話交換業務
【募集人員】1人
【業務内容】庁舎の電話交換業務
【雇用期間】5月1日～ 2020年3月31日
【勤務時間】交代制
・午前8時30分～午後3時30分（月曜～金曜）※祝日を除
く

・午前10時15分～午後5時15分（月曜～金曜）※祝日を除
く

【勤務場所】市財産管理課
【報酬】6,300円（日額）
【申込期限】3月18日（月）午後5時
申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

○市文化センター清掃業務
【募集人員】2人
【業務内容】市文化センター屋内外の清掃業務
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【勤務時間】週に5日勤務　午前9時～午後4時（月曜～金

曜）※業務内容によっては、土・日、祝日の勤務があります。
【勤務場所】市文化センター
【報酬】5,500円（日額）
【申込期限】3月18日（月）午後5時
申・問市社会教育課 文化係
☎35-3719（課直通）

■共通事項
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書を各担当課に直接、または郵

送（申込期限まで必着）で提出してください。※市様式
の履歴書は各担当課にあります。

【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接 ※面接日
時については、後日申込者に連絡します。

市社会教育課が市文化センターへ
移転します

　えびの市文化センターの管理が、4月1日より指定管理
者制度から直営管理となることから、市役所本庁4階に
ある社会教育課（社会教育係・文化係・市民体育係）が文
化センターに移転しますのでお知らせします。
　また、社会教育課の電話番号が4月1日から変わります。
変更前：35-3719　変更後：35-2268
問市社会教育課
☎35-3719

シカの広域一斉捕獲を実施します

　えびの市を含む、宮崎・鹿児島・熊本・大分・福岡県の5
県および各市町村合同で、春期のシカ一斉捕獲を実施し
ます。
　期間等は次のとおりです。期間中の入山等については
十分ご注意ください。市民の皆さんのご協力をお願いし
ます。

【一斉捕獲期間】3月17日（日）～ 24日（日）
【一斉捕獲日】3月17日（日）、24日（日）
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

制服の提供をお願いします

　市では、家庭で使われなくなった中学校・高校の制服
のリユース（再利用）事業を行っています。
　平成30年度に中学校・高校を卒業する皆さんの制服の
提供をお願いします。クリーニングしていなくても構い
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温 泉トラフグ 放 流 式 の 取 材 に 行 きました 。順 調 にい
け ば、約1年 ほど で 出 荷 で きるそうで す。えび の の

名物になりそうです。（ 東 ）

今 年 も 餅 勧 進 の 取 材 に 行 きました 。白 塗りをして仮
装 をした 人 たちに、怖がる子 や 泣き叫ぶ子。それを

見てほほ笑 む 大 人 たち。これも毎 年 の 光 景で、ほっこりし
ました 。（ 久保 田 ）

人　口 18,362人（前月比-47人）

男性／ 8,691人（ -15人）　女性／ 9,671人（ -32人）

転入／ 21人　転出／ 51人
出生／ 16人　死亡／ 33人

世帯数 8,453世帯（前月比-24世帯）
（平成31年2月1日現在）

E
d
ito

r's

普通自動車免許
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【申込期限】3月8日（金）午後5時
申・問市税務課 固定資産税係
☎35-3735（直通）

○全国高等学校総合体育大会業務事務補助
【募集人員】1人
【業務内容】全国高等学校総合体育大会業務全般事務補

助等
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く
【勤務場所】市文化センター
【適任要件】スポーツ振興に関する職務を行うのに必要

な熱意と能力を持つ人、普通自動車運転免許
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】4月1日～ 8月31日
【申込期限】3月18日（月）午後5時
申・問市社会教育課 市民体育係
☎35-3719（課直通）

○マイクロバス運転業務
【募集人員】1人
【業務内容】マイクロバスの運転
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※業務内容によっては、土・日、祝日等の勤務があります。
【勤務場所】市財産管理課
【適任要件】中型自動車運転免許（ 8トン限定は不可）も

しくは大型自動車運転免許
【賃金】8,200円（日額）
【雇用期間】5月1日～ 2020年3月31日
【申込期限】3月18日（月）午後5時

申・問市財産管理課 管財係
☎35-1120（課直通）

■共通事項
【保険等】社会保険、雇用保険あり
【申込方法】市様式の履歴書を各担当課に直接、または郵

送（申込期限まで必着）で提出してください。※市様式
の履歴書は各担当課にあります。

【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接
※面接日時については、後日申込者に連絡します。

○特定健康診査等事務補助
【募集人数】1人
【業務内容】特定健康診査等の事務補助
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く
【勤務場所】市健康保険課
【適任要件】健診（検診）事務の実務経験または看護師、

保健師の実務経験があり、パソコン入力（ワード・エクセ
ル）ができる人

【賃金】6,100円 ※ただし、看護師6,500円、保健師6,800
円

【雇用期間】4月1日～ 2020年2月29日
【保険等】社会保険・雇用保険あり
【申込期限】3月15日（金）午後５時
【申込方法】ハローワーク小林で申し込むか、市様式の履

歴書を市健康保険課に直接、または郵送（ 3月15日まで
必着）で提出してください。※市指定履歴書は、市健康
保険課にあります。

【選考方法】書類選考（市様式の履歴書）と面接 ※面接日
時については、後日申込者に連絡します。
申・問市健康保険課 医療保険係
☎35-3742（直通）

◎ 今月の 表 紙
2 月2・3 日、京 町二日市 でトライア
ルバイクショーが 行 わ れました 。全
日 本 国 際 A 級 ラン キング5 位 の 徳
丸 選 手（ 都 城 ）がテクニックを披 露
し 、５月12 日に 矢 岳 高 原 で 開 催 さ
れ る全 日 本トライ アル 大 会 の 紹 介
も行 いました 。

臨時職員募集

○土地改良に係る事務補助
【募集人員】1人
【業務内容】農林整備課土地改良係に係る事務補助
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く
【勤務場所】農林整備課
【適任要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる

人
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【申込期限】3月15日（金）午後5時
申・問農林整備課 土地改良係
☎35-3725（課直通）

○基地対策事務補助
【募集人員】1人
【業務内容】自衛隊訓練時の連絡調整、自衛隊関係団体と

の連絡調整や会議開催等に関する業務補助、基地対策全
般における業務補助

【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）
※業務内容によっては、土・日、祝日の勤務があります。

【勤務場所】基地・防災対策課
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【申込期限】3月8日（金）午後5時
申・問市基地・防災対策課 基地・防災対策係
☎35-1119（直通）

○美化センター受付業務
【募集人員】1人

【業務内容】受付業務およびごみ分別指導
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分※土・日の勤務

があります。
【勤務場所】美化センター
【適任要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる

人
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【申込期限】3月5日（火）午後5時
申・問市民環境課 美化センター
☎33-5782

○文化センター業務事務補助
【募集人員】3人
【業務内容】文化センター業務全般事務補助等
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※業務内容によっては、土・日、祝日の勤務があります。
【勤務場所】市文化センター
【適任要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる

人
【賃金】6,100円（日額）
【雇用期間】4月1日～ 2020年3月31日
【申込期限】3月18日（月）午後5時
申・問市社会教育課 文化係
☎35-3719（課直通）

○固定資産税業務
【募集人員】1人
【業務内容】窓口業務、システム入力
【勤務時間】午前8時30分～午後5時15分（月曜～金曜）

※祝日を除く
【勤務場所】市税務課
【適任要件】パソコン入力（ワード・エクセル）ができる人、

今月の納税

固定資産税 第4期
国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期
2月28日（木）までに納めましょう。
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硫黄山

こ
こ
数
年
、
火
山
活
動
が
活
発
に

な
っ
て
い
る
硫
黄
山
。
火
山
活

動
と
い
っ
て
も
火
を
噴
い
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
火
口
や
噴
出
孔
か
ら
大
量

の
水
蒸
気
を
出
し
続
け
て
い
る
状
態
で

す
。

　
「
火
山
の
博
物
館
」と
も
呼
ば
れ
る
霧

島
山
は
20
以
上
の
火
山
が
集
ま
っ
て
で

き
て
い
ま
す
。
硫
黄
山
は
16
か
ら
17
世

紀
の
噴
火
で
形
成
さ
れ
、
霧
島
山
の
中

で
最
も
若
い
火
山
で
す
。
周
囲
は
噴
火

に
よ
る
噴
出
物
が
堆
積
し
、
栄
養
の
少

な
い
砂さ

れ
き礫

地
帯
は
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
が

生
息
す
る
に
は
最
適
な
土
地
と
な
り
ま

し
た
。
開
花
の
時
期
に
は
つ
つ
じ
ヶ
丘

は
紫
色
に
染
ま
り
、
多
く
の
観
光
客
が

楽
し
み
ま
す
。
以
前
は
登
山
者
が
下
山

後
、
硫
黄
山
か
ら
流
れ
る
温
泉
に
入
る

最
高
に
ぜ
い
た
く
な
体
験
も
で
き
ま
し

た
。
当
時
利
用
さ
れ
て
い
た
石
組
み
の

風
呂
釜
が
現
在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
う

「
噴
火
」や「
火
山
」で
す
が
、
古
く
か
ら

霧
島
山
周
辺
は
噴
火
を
体
験
し
、
火
山

と
共
に
生
き
て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

正
し
く
恐
れ
、
備
え
を
し
、
大
地
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：空高く噴気を上げる硫黄山（撮影：平成30年11月5日）

活きている火山
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えびの市広報
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硫黄山 活火山である霧島火山において最も新しい
火山で、種類は溶岩ドームに分類される。
韓国岳の北西、えびの高原に位置する。


